















































































































































































































































































































































































































































































歴史的あり方をユニークな 「更生J= r若返り」の観点から捉えて未来の観点も入れて 「和解J
62 大阪市立大学史紀~ 第6号 (2013i!三)
の問題を考究した。
恒藤の学問・思想における実践の問題は、恒藤の思想の本質的な一面でもあるが、なお検討
を要する問題でもある。しかし、戦後日本社会が岐路に立たされている現在、「歴史Jを傍観
しない知識人の態度が強く要詰されている。恒藤の思想、における実践性から汲みとるべきもの
は多いといわなければならない。
(ひろかわ ただひで ・大阪市立大学名誉教授)
